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令
和
元
年
５
月
１９
日
（
日
）
ハ
ー
ト
柏

迎
賓
館
に
て
第
１７
回
明
治
大
学
校
友

会
柏
地
域
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
４４
名
、
ご

来
賓
７
名
、
同
伴
ご
家
族
２
名
、
合
計

５３
名
の
参
加
で
し
た
。
総
会
で
は
竹
之

内
支
部
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
紹
介
の
後
、

議
案
審
議
に
入
り
提
案
し
た
議
案
が

す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
、
退
任
さ
れ
た

吾
郷
監
査
委
員
の
後
任
に
は
田
代
和
孝

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

続
く
講
演
会
で
は
柏
地
域
支
部
の
会

員
で
あ
る
清
藤
一
順
氏
が
「
柏
市
域
を

中
心
と
し
た
縄
文
時
代
の
大
規
模
団
地

群
」と
題
し
、
今
か
ら
約
４
万
５
千
年
前

の
東
葛
地
域
の
大
規
模
な
ム
ラ
を
紹
介

し
、
当
時
の
文
化
・
く
ら
し
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
前
田
千
葉
県
西
部
支
部

長
の
挨
拶
に
続
き
、
山
田
一
一
市
議
会

議
員
の
乾
杯
の
ご
発
声
の
後
歓
談
に
入

り
、
６
名
の
初
参
加
の
方
の
ご
挨
拶
で
大

い
に
湧
き
、
玄
海
酒
造
会
長
の
山
内
賢

明
会
員
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
焼
酎
を

抽
選
で
多
く
の
参
加
者
の
方
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
更
な
る
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ

た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
後
、
佳
境
を
迎
え

石
原
幹
事
の
指
揮
の
下
、
全
員
で
肩
を

組
み
校
歌
斉
唱
、
山
田
秋
彦
幹
事
に
締

め
て
い
た
だ
き
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

過
去
３
年
の
参
加
者
が
３４
～
３６
名
で

あ
った
の
が
、
今
年
度
は
４４
名
の
会
員
に

参
加
い
た
だ
き
ま
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。
来
年
度
は
更
に
増
加
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

今
井
享 
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 令
和
元
年
６
月
１６
日
（
日
）
に
柏
日
本

閣
に
お
い
て
、
松
戸
地
域
支
部
の
当
番
で

第
１６
回
明
治
大
学
校
友
会
千
葉
県
西

部
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
柏
地
域
支

部
か
ら
今
ま
で
で
一
番
多
い
２６
名
を
含

め
て
１
４
１
名
の
校
友
が
出
席
し
ま
し
た
。 

第
一
部
の
総
会
で
は
前
田
西
部
支
部
長

か
ら
、
千
葉
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
第

５５
回
明
治
大
学
全
国
校
友
大
会
を
東
・西

両
支
部
が
一
つ
に
な
り
、
大
勢
の
参
加
を
得

て
成
功
さ
せ
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
議
案
の
審
議
に
入
り
、
事
業
及

び
収
支
報
告
を
始
め
全
議
案
が
満
場
異

議
な
く
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓

祝
辞
で
は
、
明
治
大
学
経
営
企
画
担
当

常
勤
理
事
飯
田
和
人
氏
、
校
友
会
会
長

向
殿
政
男
氏
が
大
学
の
現
状
、
校
友
会

誌
の
編
集
な
ど
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

閉
会
の
辞
で
は
西
部
支
部
の
竹
之
内
副

支
部
長
が
、
千
葉
大
会
に
は
各
地
域
支

部
か
ら
３０
名
以
上
参
加
し
て
ほ
し
い
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
各
地
域
支
部
紹

介
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
現
役
女

子
大
生
で
結
成
し
た
コ
ピ
ー
ア
イ
ド
ル
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
こ
ぴ
あ
」
の
ダ
ン
ス
と
歌
で

会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

校
歌
斉
唱
は
今
や
恒
例
と
な
った
柏
地
域

支
部
の
石
原
幹
事
の
見
事
な
指
揮
の
も
と
、

全
員
が
輪
に
な
って
肩
を
組
み
３
番
ま
で
大

合
唱
し
、
そ
の
後
閉
会
に
な
り
ま
し
た
。 

来
年
は
柏
地
域
支
部
の
当
番
で
す
。
今

年
は
地
域
支
部
で
一
番
の
参
加
者
数
で

し
た
。
今
年
以
上
の
多
く
の
皆
様
の
出
席

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昭
和
４５
年 

政
経
学
部
卒 

伊
東
忠
雄 

  １
月
２６
日
（
土
）
平
成
３０
年
度
締
め
の

事
業
と
し
て
福
来
麺
菜
館
に
て
新
春
の

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
の
参
加
者
は
３２
名
で
、
昭
和
２９

年
卒
か
ら
平
成
２４
年
卒
ま
で
そ
の
差
実

に
５８
年
の
様
々
な
年
代
が
一
堂
に
会
し
、

心
を
ひ
と
つ
に
語
り
合
う
と
い
う
校
友
会

の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

新
入
会
員
の
挨
拶
等
を
経
て
石
原
幹
事

の
音
頭
で
校
歌
斉
唱
、
２
０
１
９
年
の
互

い
の
健
勝
を
誓
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

尚
、
今
年
も
お
土
産
は
ふ
く
し
ま
家
の

お
め
で
た
い
和
菓
子
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

今
井
享           

   

 

３
月
３１
日
、
柏
公
園
に
て
１４
名
が
集
ま
っ

て
、
お
花
見
宴
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
あ

ス
ッ
キ
リ
晴
れ
わ
た
り
、
青
空
の
下
で
の
お

花
見
、
１１
時
３０
分
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。 

今
回
、
私
が
一
人
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
お

茶
し
て
い
る
時
、
ふ
と
久
し
ぶ
り
に
お
花

見
に
行
き
た
く
な
り
、
中
川
さ
ん
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
担
当
の
幹
事
さ
ん
に

連
絡
を
と
っ
て
頂
き
、
そ
の
流
れ
で
中
川

さ
ん
も
初
の
お
花
見
参
加
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
布
施
弁
天
の
花
見

以
来
、
校
友
会
の
皆
さ
ん
と
も
久
し
ぶ
り

の
顔
合
わ
せ
で
嬉
し
く
楽
し
み
ま
し
た
。 

そ
こ
に
、
今
話
題
の
政
治
家
、
桜
田
衆
議

院
議
員
（
本
会
会
員
、
当
時
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

担
当
大
臣
）
が
ＳＰ
２
名
（
イ
ケ
メ
ン
系
）
を

連
れ
て
、
ほ
ん
の
少
し
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
本
人
曰
く
、
世
界
で
も
有
名
な
ん

だ
そ
う
で
す
。
世
評
に
へ
こ
た
れ
る
こ
と
な

く
頑
張
って
い
た
の
に
辞
任
。
残
念
で
す
。 

昭
和
４５
年
文
学
部
卒 

柴
田
良
子 

              

新

春

の

集

い 
 

千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

お

花

見

会 
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今
年
の
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
決
勝
で

天
理
大
学
を
破
り
２２
年
ぶ
り
の
優
勝

を
果
た
し
た
試
合
を
含
め
準
決
勝
、
そ

し
て
１２
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
わ
れ
た

対
抗
戦
の
対
早
稲
田
戦
と
３
つ
の
試
合
に

応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
ゲ
ン

を
担
ぎ
準
決
勝
、
決
勝
と
も
指
定
席
を

買
わ
ず
、
自
由
席
で
の
応
援
で
し
た
。
低

迷
し
て
い
た
時
代
も
ず
っと
応
援
し
続
け

て
き
た
分
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。 

試
合
の
詳
細
は
皆
様
が
良
く
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
が
属
し
て
い
る

全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
（
校
友
友
好
団
体
の

異
業
種
交
流
会
）
に
丹
羽
前
ラ
グ
ビ
ー

部
監
督
を
招
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
い

た
時
の
言
葉
に
強
く
打
た
れ
ま
し
た
の

で
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

「
選
手
は
試
合
で
多
く
を
学
び
、
更
に

人
間
成
長
を
し
て
い
る
姿
を
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
私
は
見
て
お
り
ま
す
。
明
治
の
精

神
ど
ん
な
時
も
「
前
へ
」
の
気
持
ち
を
持
っ

て
選
手
へ
熱
き
声
援
を
送
っ
て
頂
き
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
学
生
に
は

「
ラ
グ
ビ
ー
界
で
日
本
一
フ
ァ
ン
が
多
く

熱
い
の
は
明
治
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
フ
ァ

ン
」
と
常
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
１２

月
３
日(

日)

秩
父
宮
で
の
明
早
戦
、
「
フ

ァ
ン
と
選
手
が
一
体
」
と
な
っ
て
戦
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
失
敗
す
る
プ
レ
ー
も
当
然

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
は
、
た
め

息
や
罵
倒
を
せ
ず
選
手
に
激
励
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
や
ピ

ン
チ
に
は
、
大
き
な
声
で
「
明
治
コ
ー
ル
」

を
連
呼
し
て
選
手
を
鼓
舞
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
は

現
役
時
代
、
国
立
競
技
場
で
響
く
大
き

な
「
明
治
コ
ー
ル
」
に
本
当
に
支
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
学
生
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

「
母
校
を
愛
し
、
学
生
の
頑
張
り
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
い
自
分
の
糧
と
す
る
」
明

治
フ
ァ
ン
は
こ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

選
手
の
成
長
を
信
じ
、
精
一
杯
プ
レ
ー

す
る
姿
に
感
動
し
共
感
で
き
る
こ
と
。

私
は
明
治
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
で
そ
れ

を
学
び
、
感
じ
ま
し
た
。
」 

今
年
も
丹
羽
前
監
督
の
後
を
引
き
継
い

だ
田
中
監
督
の
も
と
、
期
待
に
応
え
て
く

れ
る
も
の
と
信
じ
て
応
援
に
行
き
ま
す
。 

昭
和
５１
年
法
学
部
卒 

森
田
高
年 

 

 

明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部
の
皆

様
、
昭
和
６３
年
商
学
部
商
学
科
卒
業

の
真
鍋
泰
彦
と
申
し
ま
す
。 

豊
四
季
団
地
生
ま
れ
の
神
奈
川
県
座

間
市
育
ち
、
今
年
転
職
を
機
に
「
西
に

未
だ
真
白
き
霊
峰
富
士
を
仰
ぎ
、
東
に

坂
東
太
郎
は
大
利
根
の
清
流
を
聴
く
」

こ
こ
柏
に
戻
り
ま
し
た
。
現
在
家
族
４

人
と
犬
１
匹
住
ま
い
で
、
家
族
は
柏
居

住
１１
年
目
と
な
り
ま
す
。 

私
の
学
生
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

と
ア
ル
バ
イ
ト
（
神
田
郵
便
局
泊
り
こ
み

郵
便
物
の
仕
分
け
）
に
精
を
出
し
、
明

大
前
通
学
時
は
下
北
沢
で
痛
飲
、
御
茶

ノ
水
通
学
時
は
神
田
す
ず
ら
ん
通
り
で

飲
み
明
か
し
、
１
年
３
６
５
日
専
ら
肝

臓
の
鍛
練
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。 

卒
業
後
野
村
證
券
に
入
社
し
、
沼
津
、

京
都
、
枚
方
、
町
田
、
津
、
長
崎
、
茨
木
、

大
手
町
（
柏
で
賃
貸
に
居
住
）
、
松
山
、

宇
都
宮
、
豊
田
と
３１
年
間
で
１１
回
の

転
勤
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
さ
す
が

明
治
、
ど
の
地
に
お
い
て
も
お
客
様
、
同

僚
に
先
輩
後
輩
が
多
く
、
大
変
親
し
く

接
し
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
２３
年
９
月
、

旭
町
に
定
住
を
決
意
し
新
居
を
構
え
た

の
も
束
の
間
、
単
身
赴
任
の
連
続
と
な

り
、
甲
子
園
出
場
の
ご
と
く
８
年
ぶ
り

３
回
目
」の
柏
住
ま
い
に
な
り
ま
す
。 

昭
和
の
終
わ
り
に
明
治
を
卒
業
し
、
平

成
時
代
は
全
国
を
転
々
、
令
和
元
年
に

柏
に
戻
り
、
校
友
会
に
入
会
致
し
ま
し
た
。 

現
在
、
取
手
駅
前
の
マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命

保
険
常
総
支
社
に
勤
務
、
築
８
年
目
に

し
て
初
の
自
宅
通
勤
に
な
り
ま
す
。
「
健

康
」
と
「
マ
ネ
ー
」
に
関
す
る
「
ベ
ス
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
に
な
る
べ
く
、
研
鑚
の
日
々
を

送
って
い
ま
す
。 

今
井
享
幹
事
長
、
山
田
秋
彦
幹
事
お

二
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
３
月
の
花
見
に

初
参
加
し
、
５
月
の
総
会
で
は
数
多
く

の
先
輩
方
と
声
高
ら
か
に
「
白
雲
な
び

く
駿
河
台
」
を
斉
唱
出
来
た
事
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
長
崎

勤
務
時
代
に
愛
飲
し
ま
し
た
壱
岐
焼

酎
の
明
大
ラ
ベ
ル
を
発
見
！
嬉
し
い
偶

然
で
し
た
が
、
改
め
て
明
治
大
学
の
諸

先
輩
方
が
日
本
全
国
で
大
活
躍
さ
れ
て

い
る
事
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。 

私
「
背
は
高
い
が
腰
は
低
く
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
「
一
期
一
会
」
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
お
り
ま
す
。
新
参
者
で
す
が
、
末

永
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

昭
和
６３
年
商
学
部
卒 

真
鍋
泰
彦

ラ
グ
ビ
ー
大
学
選
手
権 

自

己

紹

介 
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   ●
３
地
域
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
大
会 

５
月
２９
日(

水)

に
３
支
部
合
同
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１９
名
（
柏

支
部
か
ら
７
名
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
朝
の
う
ち
は
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ス
タ
ー
ト
時
刻
に
な
る
と
雨
も
止
み
、

最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

流
山
の
光
崎
さ
ん
が
優
勝
、
準
優
勝
が

我
孫
子
支
部
の
渡
辺
さ
ん
、
荒
木
が
三

位
に
な
り
ま
し
た
。 

次
回
は
１０
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

昭
和
５１
年 

農
学
部
卒 

荒
木
康
生 

●
寶
井
講
談
修
羅
場
塾 

６
月
９
日
（日
）日
本
橋
三
越
前
、
お
江
戸
日

本
橋
亭
に
て
佐
々
木
琴
山
（本
会
会
員
の
佐
々

木
利
夫
さ
ん
）が
登
壇
し
ま
し
た
。
今
回
の
演

題
は
、
な
ん
と
シ
ェー
ク
ス
ピ
ア
の
「ベ
ニ
ス
の
商

人
」、
人
肉
裁
判
の
場
面
を
講
談
で
演
じ
ま
し

た
。
寶
井
馬
琴
師
匠
が
若
い
時
に
演
じ
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
よ
く
「講
釈
師
、
み
て
き
た
よ

う
な
嘘
を
言
い
」と
い
わ
れ
ま
す
が
、
佐
々
木

さ
ん
は
「現
地
を
み
て
か
ら
講
釈
す
る
」よ
う

心
が
け
て
、
今
回
は
は
る
ば
る
イ
タ
リ
ア
ま
で

出
か
け
た
そ
う
で
す
。 

柏
か
ら
は
同
伴
の
奥
様
を
含
め
て
８
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

●
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
優
勝 

春
の
東
京
六
大
学
野
球
で
完
全
優
勝
を

果
た
し
、
東
京
六
大
学
の
代
表
と
し
て
第

６８
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
、

出
場
し
た
明
治
大
学
は
決
勝
戦
で
京
滋
代

表
の
佛
教
大
学
を
６
対
１
で
破
り
３８
年
ぶ

り
に
優
勝
。
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は
主
将
の
森
下
投

手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

●
新
入
会
員 

今
年
に
な
って
入
会
さ
れ
た
会
員
一
名

を
紹
介
し
ま
す
。 

昭
６３
年
商
学
部
卒 

 
 

真
鍋
泰
彦
さ
ん 

（３
頁
の
自
己
紹
介
を
ご
参
照
下
さ
い
） 

●
監
査
委
員
の
交
代 

退
任
、
昭
３３
年
政
経
卒 

吾
郷
春
男
さ
ん 

新
任
、
昭
３４
年
文
卒 

 

田
代
和
孝
さ
ん 

●
全
国
校
友
千
葉
大
会
広
告
協
賛
金

１８
万
５
千
円
集
ま
る 

今
年
の
１０
月
５
日
（
土
）
、
６
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
「
第
５５
回
明
治
大
学

全
国
校
友
千
葉
大
会
」
の
記
念
誌
へ
の
柏

地
域
支
部
と
し
て
の
広
告
掲
載
に
あ
た

り
、
会
員
の
皆
様
に
広
告
原
稿
や
５
月

１９
日
に
開
催
さ
れ
た
柏
地
域
支
部
総

会
に
て
、
協
賛
金
を
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
２８
名
、
１８
万
５
千
円
（
〆
切
り
ま

し
た
）
の
ご
協
賛
を
頂
き
、
こ
れ
に
柏
地

域
支
部
か
ら
の
１
万
５
千
円
を
加
え
て
、

２０
万
円
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
記
念
誌
へ
の
個
人
と
し
て
の
広

告
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
山
内
賢

明
氏
、
石
原
敏
和
氏
、
山
内
勇
氏
、

佐
々
木
利
夫
氏
、
奥
谷
邦
啓
氏
、
浅
野

直
人
氏
な
ど
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
、

目
標
額
（
５０
万
円
）
を
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

千
葉
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
る
た

め
に
は
、
大
勢
の
参
加
者
が
不
可
欠
で

あ
り
、
各
地
域
支
部
は
３０
名
以
上
の

参
加
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

柏
地
域
支
部
長 

竹
之
内
明 

主 な イ ベ ン ト 予 定 
●3 支部合同麻雀大会 
７月20日（土）（12月にも開催の予定） 
☎  (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●ぐるっと手賀沼「蓮見船」遊覧 
７月２７日（土）、道の駅しょうなん 
☎ (０９０）６９３０‐０７８２(宮本) 

●納涼会 
８月２４日（土）、キッチンスタジオガゼボ 
（柏駅南口徒歩２分）、会費４,０００円 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

■全国校友千葉大会 
前夜祭：１０月５日(土)、東京ベイ舞
浜ホテルクラブリゾート 
記念式典：１０月６日(日)、幕張メッセ 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内) 

●ゴルフ大会 
春秋2回、次回は１０月下旬の予定 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６(加茂 )  

■ホームカミングデー 
１０月２７日（土）、駿河台キャンパス 

◆大堀川清掃参加 
１０月下旬、高田緑地 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内) 

●紅葉の高尾山登山(日帰り温泉付） 
１１月３０日（土）（予定） 
☎ (０９０）６９３０‐０７８２(宮本) 

○寶井講談修羅場塾 
１２月８日(日)お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木) 

--以降、来年（令和２年）の行事 
●新春の集い 
１月２５日(土)１２：３０から 
福来麺菜館（予定） 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●お花見会 
3 月下旬の予定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●柏地域支部総会 
５月２４日(日)、ハート柏迎賓館 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

■千葉県西部支部総会 
６月１４日(日)、ハート柏迎賓館 
柏地域支部担当 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内) 
 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

訃 

報 

平
成
３１
年
２
月
２５
日
、
昭
和
３６

年
政
治
経
済
学
部
卒
、
柏
地
域
支

部
幹
事
の
山
田
浩
三
様
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 


